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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 207,759 ― 920 ― 1,684 ― 822 ―
20年3月期第3四半期 217,785 7.8 1,815 0.2 2,692 6.6 1,161 18.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 20.69 ―
20年3月期第3四半期 29.23 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 139,229 36,416 26.0 911.44
20年3月期 134,844 36,505 26.9 914.12

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  36,209百万円 20年3月期  36,324百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00
21年3月期 ― 6.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 6.00 12.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 276,500 △2.2 1,290 △49.6 2,360 △36.3 1,030 △21.3 25.92

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注） 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。   

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。   

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・ 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い、四半期連結財務諸表を作成しております。 
・ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の実績は今後様々な要因によって上記予想数値と異なる場合がありま
す。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  39,730,364株 20年3月期  41,841,537株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  2,842株 20年3月期  2,104,688株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  39,734,461株 20年3月期第3四半期  39,737,349株
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当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日～平成20年12月31日）における日本経済は、米国のサブプライムロ

ーン問題等に端を発した世界的な金融市場の混乱や株式・為替市場の変動により、企業の業績や設備投資が急速に悪

化しました。また、その影響は雇用不安や個人消費の低迷などを招き、景気の減速が鮮明となりました。 

 医薬品卸売業界におきましても、景気の減速感の強まりとともに、後期高齢者医療制度などの医療費抑制策によっ

て、患者の受診抑制が顕著となりました。 

 そのような状況の中、当連結会計年度は中期経営計画Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ―Ｖの２期目であり、創業60周年という

節目を迎えるにあたり、「中期経営計画Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ―Ｖの第２期計画を実践する」「流通改善により環境変

化対応力を強化し継続的増益体質を確立する」「マーケティングの強化による市場シェアアップを実現する」「ステ

ークホルダーとの関係を強化する」を主要課題として掲げ取り組んでおります。 

 事業の種類別のセグメントの業績は次のとおりであります。 

医療用医薬品については、平成20年４月に平均5.2％の薬価の引き下げを含む診療報酬改定が実施され、また前述

の患者の受診抑制の影響を受けながらも、生活習慣病関連薬剤の拡大などにより市場規模はわずかながら前年を上

回る水準で推移しております。 

 当社においては、主な商圏となる東北・新潟エリアにおいて医師不足から病院の診療科閉鎖が相次ぐなどの低下

要因が加わってきております。 

 そのような状況の中、当社独自ツールである『Ｖ―ＳＴＥＰ』（薬局向けの契約販売システム）の展開による実

需に基づく適正数量、適正価格での販売を推進しました。加えて、受発注のＩＴ化を推進する『ＰＯＷＥＲＳ』

（病院・診療所・薬局向け在庫管理システム）採用医療機関の増加により商品取引コストを抑えました。さらに、

平成19年からスタートした『Ｍｅｒｏｎ』（薬局からお客様へ健康情報を提供するポータルサイト）の展開により

患者集客力を支援しました。 

 薬効分類からみますと、高血圧・高脂血症・糖尿病治療剤などの生活習慣病関連薬剤の他に、抗がん剤、認知症

治療剤などの販売が好調となっております。この結果、医療用医薬品の売上高は183,704百万円となりました。 

 また、医薬品卸売業界の主要課題である「流通改善」への取り組みの結果、例年より早い時期の妥結で当第３四

半期連結累計期間を終えております。一方、メーカーの価格政策の変更による影響及び一部の大病院やチェーン調

剤において価格低下が進み、売上総利益率は前年同期に比べて減少しました。 

 一般用医薬品については、回復に向かった前年から一転し、市場はマイナス伸長となりました。そのような中、

当社は市場動向に注視し、医薬品販売制度の改正も見据えた得意先業態別のきめ細かい営業活動を行いました。し

かしながら、個人消費の低迷による影響、上位集中化が進む量販企業の出店攻勢や薬店の廃業による影響、また、

当社の連結子会社であった㈱バイタルヘルスケアが平成20年４月１日をもって他社と合併し、当社グループから外

れた影響により、一般用医薬品の売上高は6,357百万円となりました。 

 試薬・医療機器（医療材料を含む。）については、平成20年４月より試薬・医療機器担当の営業人員の専門性強

化を目的とした新しい営業体制へ移行し、特定健康診査・特定保健指導の開始による需要増加、レセプトオンライ

ン化やＤＰＣ導入病院の増加など医療環境の変化に対応しました。その結果、売上高は17,173百万円となりまし

た。 

介護事業については、通所介護事業の利用者が増加し、平成20年５月から秋田市、平成20年６月から仙台市にて

開始した新たな通所介護事業も順調に推移しております。 

 介護事業以外では、保険手数料収入及び駐車場収入等もほぼ前年同期の売上高を確保しました。その結果、その

他事業の売上高は524百万円となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、連結売上高207,759百万円、連結営業利益920百万円、連結経常

利益1,684百万円、連結四半期純利益822百万円となりました。 

なお、当社は、平成20年11月20日の取締役会において、平成21年４月１日をもって、当社と㈱ケーエスケー（大阪

府大阪市）との共同持株会社設立（株式移転）により経営統合することを決議し、平成21年１月30日の臨時株主総会

において承認を得ております。 

【定性的情報・財務諸表等】

１. 連結経営成績に関する定性的情報

①医薬品関連事業

②その他事業
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当社と㈱ケーエスケーは各々の事業展開地域において、顧客との強固な信頼関係を基盤として事業の充実を図って

まいりましたが、近年、顧客サイドからの卸業務に対するニーズはますます高度化もしくは多様化してきておりま

す。一方、競合の大型化が進む中、製薬企業サイドからの卸業へのニーズにも変化が見られ、企業としての総合力の

充実が一層求められております。  

 こうした環境変化を背景に、両社は㈱葦の会に参画し、さらに平成19年10月に２社間で業務提携契約を結び、両社

の経営資源の有効活用及び業務の効率化・高度化を図ってまいりました。この間の交流を通じて互いを深く理解し、

両社が事業統合することにより事業基盤の補完・拡充、経営の効率化合理化を図り、更なるシナジーの実現が可能に

なると認識いたしました。そして、さらに、対顧客のサービス面における革新、製薬企業ニーズに応えるための新た

な仕組みの開発、新規事業の創出など、多くの新しい挑戦に臨むことをも視野に入れて事業統合を行うことといたし

ました。  

 なお、㈱葦の会での全国規模での事業協力に関しては今後も積極的に参画し、業務提携による成果を一層高めるべ

く努力してまいります。 

  

当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末対比で4,385百万円増加しました。主な増加は、受取手

形及び売掛金の増加3,596百万円、たな卸資産の増加1,001百万円及び投資有価証券の増加849百万円であります。 

負債は、前連結会計年度末対比で4,474百万円増加しました。主な増加は、当第３四半期連結会計期間末日が金融

機関の休日に当たったため、仕入債務のうち確定期日現金決済方式（手形と同条件で手形期日に現金決済する方

式）等による支払の実行日が当第３四半期連結会計期間末後になったこと等による支払手形及び買掛金の増加5,799

百万円であります。 

また、連結子会社であった㈱バイタルヘルスケアが、平成20年４月１日をもって他社と合併し当連結会計年度よ

り連結の範囲から除外となったことによる減少要因も含まれております。 

純資産は、当四半期純利益による増加822百万円、配当金の支払476百万円及びその他有価証券評価差額金の減少

454百万円があったこと等により、前連結会計年度末対比で89百万円減少しました。 

なお、当社は、発行済株式総数の減少を通じた株主利益の増大を図るため、会社法第178条の規定に基づく自己株

式の消却を平成20年11月20日開催の取締役会で決議し、平成20年12月５日に自己株式2,111,173株を消却しておりま

す。それにより、自己株式が1,589百万円減少し、利益剰余金が同額減少しております。 

  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ、1,233百万円減少して12,728百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第３四半期連結会計期間末において、営業活動による資金の増加は2,147百万円となりました。これは主として

売上債権の増加額6,735百万円、たな卸資産の増加額1,748百万円、法人税等の支払額1,440百万円があったものの、

税金等調整前四半期純利益1,627百万円の計上、非資金項目である減価償却費753百万円の計上及び当第３四半期連

結会計期間末日が金融機関の休日に当たったため、仕入債務の支払の実行日が当第３四半期連結会計期間末後にな

ったこと等による仕入債務の増加額10,142百万円によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第３四半期連結会計期間末において、投資活動による資金の減少は2,785百万円となりました。これは主として

投資有価証券の取得による支出2,647百万円によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第３四半期連結会計期間末において、財務活動による資金の減少は595百万円となりました。これは主として配

当金の支払額476百万円によるものであります。 

  

当第３四半期連結累計期間は、売上高・利益共に、平成20年10月29日公表した「業績予想の修正に関するお知ら

せ」の通期業績予想通り推移しており変更はありません。但し、実際の実績等は、今後の市場環境の変化等により予

想と異なる場合があります。 

２. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産、負債及び純資産の状況

(2) キャッシュ・フローの状況

３. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が第２四半期連結会計期間末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期

純利益に当該見積実行税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

1．「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を第１四半期連結会計期間

から適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

2．たな卸資産については、従来、主として移動平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたこ

とに伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）により算定しております。 

 これにより、従来の方法によった場合に比べて、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益は、それぞれ33百万円減少しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

3．所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議

会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平

成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期財務諸表から適用することができることになったこと

に伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によって

おります。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リ

ース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

 これによる当第３四半期連結累計期間の連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

  

当社及び連結子会社の機械装置については、法人税法の改正による法定耐用年数の区分が変更になったこと

を契機として資産の利用状況等を見直した結果、第１四半期連結会計期間より耐用年数の変更を行っておりま

す。 

 これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

４. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

1．一般債権の貸倒見積高の算定方法

2．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

（追加情報）

有形固定資産の耐用年数の変更
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５.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,763 18,358

受取手形及び売掛金 68,780 65,183

たな卸資産 14,006 13,004

未収入金 5,419 5,732

その他 1,026 846

貸倒引当金 △165 △141

流動資産合計 106,830 102,984

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,147 8,558

土地 11,058 11,116

その他（純額） 782 380

有形固定資産合計 19,987 20,055

無形固定資産 822 918

投資その他の資産   

その他 12,635 11,934

貸倒引当金 △1,045 △1,048

投資その他の資産合計 11,589 10,885

固定資産合計 32,398 31,859

資産合計 139,229 134,844
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 97,592 91,792

短期借入金 1,023 1,023

未払法人税等 136 810

引当金 276 732

その他 1,781 1,935

流動負債合計 100,810 96,295

固定負債   

退職給付引当金 1,347 1,327

その他の引当金 347 348

その他 307 367

固定負債合計 2,002 2,043

負債合計 102,812 98,338

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,992 3,992

資本剰余金 3,128 3,128

利益剰余金 29,258 30,502

自己株式 △1 △1,586

株主資本合計 36,377 36,037

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △168 286

評価・換算差額等合計 △168 286

少数株主持分 207 181

純資産合計 36,416 36,505

負債純資産合計 139,229 134,844
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 207,759

売上原価 190,503

売上総利益 17,255

返品調整引当金戻入額 90

返品調整引当金繰入額 92

差引売上総利益 17,253

販売費及び一般管理費 16,333

営業利益 920

営業外収益  

受取利息 78

受取配当金 117

不動産賃貸収入 66

受取事務手数料 496

その他 90

営業外収益合計 848

営業外費用  

支払利息 10

複合金融商品評価損 69

その他 4

営業外費用合計 84

経常利益 1,684

特別利益  

固定資産売却益 27

投資有価証券売却益 307

関係会社株式売却益 167

その他 198

特別利益合計 701

特別損失  

固定資産売却損 31

固定資産除却損 27

減損損失 42

投資有価証券評価損 641

その他 15

特別損失合計 758

税金等調整前四半期純利益 1,627

法人税等 780

少数株主利益 25

四半期純利益 822

㈱バイタルネット（9916）平成21年３月期　第３四半期決算短信

－7－



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,627

減価償却費 753

減損損失 42

賞与引当金の増減額（△は減少） △440

退職給付引当金の増減額（△は減少） △104

受取利息及び受取配当金 △195

受取事務手数料 △496

支払利息 10

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 333

関係会社株式売却損益（△は益） △167

有形固定資産除売却損益（△は益） 30

売上債権の増減額（△は増加） △6,735

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,748

未収入金の増減額（△は増加） △2

仕入債務の増減額（△は減少） 10,142

その他 △203

小計 2,846

利息及び配当金の受取額 193

受取事務手数料の受取額 479

利息の支払額 △11

法人税等の支払額 △1,440

その他の収入 78

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,147
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（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の増減額（△は増加） △638

有価証券の取得による支出 △100

有価証券の売却による収入 200

有形固定資産の取得による支出 △595

有形固定資産の売却による収入 85

無形固定資産の取得による支出 △118

投資有価証券の取得による支出 △2,647

投資有価証券の売却による収入 1,039

貸付金の回収による収入 140

関係会社株式の売却による収入 227

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の交換による
支出

△495

その他 117

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,785

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △13

自己株式の取得による支出 △5

配当金の支払額 △476

社債の償還による支出 △100

その他 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △595

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,233

現金及び現金同等物の期首残高 13,961

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,728
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会

計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い

四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

 
(注)1. 事業区分は別に商品等の販売及び役務提供の種類別に区分しております。 

2. 各事業の主な内容  

(1)医薬品関連事業…医療用医薬品、一般用医薬品、試薬・医療機器の販売 

(2)その他事業…介護サービスの提供、損害保険代理業 

3. 会計処理の方法の変更 

 「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法の変更」に記載のとおり、たな卸資産

については、従来、主として移動平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、

主として移動平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)によ

り算定しております。 

 これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は医薬品関連事業

で33百万円減少しております。 

  

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社は、平成20年11月20日開催の取締役会で自己株式を消却することを決議し、平成20年12月5日に自己株式

2,111,173株を消却しております。この結果、当第３四半期連結会計期間において自己株式が1,589百万円減少し、

利益剰余金が同額減少しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)

医薬品関連事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 207,234 524 207,759 ― 207,759

営業利益又は営業損失（△） 935 △81 854 66 920

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)

【海外売上高】

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考」

(1) (要約)前四半期連結損益計算書

（単位：百万円）

科目

前第３四半期連結累計期間

（自 平成19年４月１日

至 平成19年12月31日）

金 額

Ⅰ 売上高 217,785

Ⅱ 売上原価 198,775

 売上総利益 19,010

  返品調整引当金戻入額 106

  返品調整引当金繰入額 104

 差引売上総利益 19,011

Ⅲ 販売費及び一般管理費 17,196

 営業利益 1,815

Ⅳ 営業外収益 909

Ⅴ 営業外費用 32

 経常利益 2,692

Ⅵ 特別利益 24

Ⅶ 特別損失 219

 税金等調整前四半期純利益 2,497

 税金費用 1,324

 少数株主利益 11

 四半期純利益 1,161
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(2) (要約)前四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間

（自 平成19年４月１日

  至 平成19年12月31日）

区  分 金 額

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

  税金等調整前四半期純利益 2,497

  減価償却費 732

    減損損失 144

  受取利息及び受取配当金 △200

  資料提供収入 △560

  支払利息 26

  有形固定資産除売却損益 19

  投資有価証券売却損益等 13

  売上債権の増減額（増加：△） △9,387

  たな卸資産の増減額（増加：△） △1,857

  未収入金の増減額（増加：△） △1,262

  仕入債務の増減額（減少：△） 7,178

  その他 △984

 小  計 △3,639

  利息及び配当金の受取額 206

  資料提供収入の受取額 538

  利息の支払額 △23

  法人税等の支払額 △1,953

  その他の支払額 △1

 営業活動によるキャッシュ・フロー △4,873

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

  定期預金の純増減額（増加：△） 5,727

  有価証券の償還による収入 300

  有形固定資産の取得による支出 △108

  有形固定資産の売却による収入 117

  投資有価証券の取得による支出 △1,224

  投資有価証券の売却による収入 0

  連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による受入 163

  連結子会社株式の追加取得による支出 △7

  その他 △50

 投資活動によるキャッシュ・フロー 4,917

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

  短期借入金の純増減額（減少：△） △1,973

  長期借入金返済による支出 △13

  自己株式の取得による支出 △0

  配当金の支払額 △476

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,463

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額（減少：△） △2,419

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 16,518

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 14,098
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全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める医薬品関連事業の割合が、いずれも90％を超えて

いるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

(3) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日)

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日)

【海外売上高】

前第３四半期連結累計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日)
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